棋士の名言集

人間というのは弱い存在なので、
必ずミスしたり、間違えたりするもの。



麻雀は敵陣を見る、将棋は自陣を見る。


考えねばならんのは、

うまくいきすぎている時ですよ。



頭がきれる、または天才的な人。

どの世界でもこういう人がトップになると思いがちですが、

案外このタイプは二番手のことが多いものです。

社長じゃなくて副社長という感じで。
天才肌の人は良い時は100点を取るが、

ガタっとゼロとは言わずとも50点以下をとったりする。

こんな不安定ではトップの社長なんて任せられませんでしょう。



力に恵まれていますから千五百局以上指していますが、

一局も休んだことがありません。

三十九年間皆勤賞ですが、

これはすべていかに勝つかということだけに絞って生活しているからでしょう。

酒も煙草もやめました。辛くても我慢には慣れています。



功名心をしりぞけて、

平常心、不動心を持ち続けよ。



良い手を指そうとするよりは、

悪い手を指さないように自戒する。



いいときは焦らない。
悪いときはあきらめない。



反省は、失敗を客観的に分析して、

これからに生かせる未来思考なのだ。



勝負師の条件は、負けた悔しさをバネに、勝つことだ。

そして、勝ちたいという気持ちを持ち続けることである。

敗者の美学という言葉があるが、

負けて満足するのは自己満足でしかない。



普段（練習将棋で）は自分が一番弱いと思って指し、

大会では自分が一番強いと思って指す。



大事なのは、負けた経験や挫折感を、

後の人生でどう生かすかです。

生かすことができれば、

負けや失敗は長い人生の中で失敗にならなくなる。

むしろ、とても大切な糧にできる。



落とし穴がある。

経験はプラスにもなるが、

マイナスになることもあるのだ。



迷ったときは原点に戻って再スタートすればいい。

それが、いい人生につながる。



ミスには、それ以前に、

誘発する他の原因がある。



勝負の世界に偶然はありません。

一夜漬けは通用しない。

毎日毎日の積み重ねがすべてなんです。



才能という言葉が必要になるのは、

ある高さまでいってからで、

努力によって自分の力を最大限にまで高め、

その限界を乗り越えようとする時に、

初めて才能というものが必要になってくるのではないだろうか。



「負けました」といって頭を下げるのが、正しい投了の仕方。
つらい瞬間です。

でも「負けました」とはっきり言える人はプロでも強くなる。

これをいいかげんにしている人は上にいけません。



何度も何度も負けたとしても、

自分の道をひたすら歩き続ければ、

やがてそこに一本の道が拓けてくる。



余りに多くの情報を手に入れすぎると、

逆に先入観に囚われて独自の発想が出なくなる。

大事なのは「見て忘れる」ことです。



本当に強い人とは、

対局中にも人への配慮を忘れないような、

心のゆとりをもっている人だと思う。



相手の選択肢を狭くする指し方を選ぶと、

自分の選択肢も同様に狭くなってしまうという傾向もあります。



実力のある人は、

姿勢からして端正である。



自らの負けを潔く認めることが、

次の勝利へとつながっていくのである。



最初から強い人はいないわけで、

やはり最初は負けっぱなしですから。

「何を！」と思って続けていく人が強くなるのでしょう。

それは何にでも最初あるんでしょうね。

「負けず嫌い」というのがないと上がれない。



他の人が『これは無理だよ』と思っていても、

自分が『できる』と思っている間は、可能性があるのだ。



「こうあるべきだ」という思考からは、

柔軟な発想は生まれないのだ。

当たり前の中に隠された物を探り出そうという発想が、

固定観念を打破するもとになるのである。



物事を推し進めていくうえで、
その土台となるのは創造力でも企画力でもない。

いくら創造力や企画力を働かせようとしても、

道具となる知識や材料となる情報がなければ何も始まらないのだ。

知識は、頭の中に貯えられた記憶の体験が土台になるのである。



充実している時にこそ、

現状を打破するやる気を持つことが大切なのだ。



一流の素質は、

「好き」と「努力をし続けられる」こと。



まったく関わりない偶然としての幸運などない。

積み重ねた努力や、

そうした自分を盛り上げてくれる人たちに応えようとする気力が、

無意識のうちに局面に最良の一手としての、

“強運”を導いてくれるのではないか。



現状は悲観的に、

将来は楽観的に。 



強い人ほど個性がある。

四、五段の人はそれほど個性もないから何々流といった名前もつけられていない。

段が上がっていくにつれて個性が強くなってくる。

ひとつには自信ということがあると思います。

下のうちはこんな手をさしちゃって笑われるかなと思いますけど、

上になっていくほどこれでいいんだ、

正しいんだと自分に自信がついてくるから。



毎日の努力の積み重ねを、

それほど苦にせずにできることこそ、

才能といえる。



勝っても、それで自信過剰になり、

努力を怠れば勝ったことがマイナスになる。

負けたとしても、その敗因を冷静に判断し、

次につなげるべく努力していけば負けたことがプラスになる。



強くなる時に、

あまり苦労しないで効率よく強くなった人は、

弱くなるのも早いのではなかろうか。



何事に対しても“できる”という方向で考えないと、

物事は進まないのである。

“できる”という方向から攻めると、

思わぬアイデアが生まれるものだ。



勝負事に限らず、何事も腰がひけては前に進めない。
攻めの気持ちがあると、

集中力が高まり、迷いが吹っ切れる。



本当の強さとは、どういうものか？

それは、見たこともない局面を見せられ、

その中で最善手を自力で発見できるか、どうかなのである。



ただ時間を費やして考えているだけでは意味がないのだ。

何を何のためにどう方向づけて考えるのか。

思考とは結果を導き出さなければ、

ただの時間の無駄遣いでしかない。



私は才能は一瞬のひらめきだと思っていた。
しかし今は、10年とか20年、30年を同じ姿勢で、

同じ情熱を傾けられることが才能だと思っている。



勝負の世界では、

「これでよし」と消極的な姿勢になることが一番怖い。

常に前進を目ざさないと、

そこでストップし、後退が始まってしまう。



誰でも最初は真似から始める。

しかし、丸暗記しようとするのではなく、

どうしてその人がその航路をたどったのか、

どういう過程でそこにたどり着いたのか、

その過程を理解することが大切。



ただ一局一局を大切に、

そこにだけ集中して指してきた。



見た目には、かなり危険でも、

読み切っていれば怖くはない。

剣豪の勝負でも、お互いの斬り合いで、

相手の刀の切っ先が鼻先１センチのところをかすめていても、

読みきっていれば大丈夫なんです。



すでに過ぎ去ったことは仕方がない。

私は、意識的に先のことを考えるようにしています。

反省は勝負がついた後でいい。



「いかに戦うか」は大局観にかかわるが、

その具体的な戦略は事前研究が決め手になる。

事前にしっかり準備して万全の態勢で、

対局に臨んでくる人は強い。



「プレッシャーはその人の持っている器に対してかかるものだ。

器が大きければプレッシャーを感じることがないはずだ」

と自分に言い聞かせています。



一番いいと思えるものを簡単に、

単純に考えることができれば、

逆境からの突破口を見出せる。



ビジネスや会社経営でも同じでしょうが、

一回でも実践してみると、

頭の中だけで考えていたことの何倍もの「学び」がある。



勝敗を決定するのは、

“ただの一手”であったりする。

絶妙の一手。あるいは絶妙に見えて最悪の一手。



大一番の対局では、誰しも手堅く、

安全、確実な道を選びたくなるものだ。

自分もそうすることがよくある。

しかし、確実にという気持ちに逃げると、

勝負に勝ち続けるのは難しくなってしまう。



決まり切った局面で長考して時間を使って疲れるより、

勝負どころの場面で、

深い集中力を発揮できることが大切。



興味が続くかぎり、

集中力は続くものです。



勝つのは一点差でいい。

五点も十点も大差をつけて勝つ必要はない。

常にギリギリの勝ちを目ざしているほうが、

むしろ確実性が高くなる。



相手のことを知るよりも、
自分自身が強くなればそれで済む世界だし、

それを目指した方が本筋というか、

王道という気がする。



直感には邪念の入りようがない。

長く考えると言うのは道に迷っている状態なんですね。

「勝ちたい」とか余計な思考も入ってくる。

だから、いくら考えても分からない時は、

最初に戻って直感にゆだねることがよくあります。



勝負では、知っていることに自分の思考とか、

アイデアをプラスしないと意味がないのですが、

知っているというその一点だけで、

有利になるということもよくあるんです。



簡単に、単純に考える。



山ほどある情報から自分に必要な情報を得るには、

「選ぶ」より「いかに捨てるか」の方が、

重要なことだと思います。



勝ち負けには、もちろんこだわるんですが、

大切なのは過程です。

結果だけなら、ジャンケンでいい。



いろいろ考えられる選択肢の中から、

「この一手」を選ぶのは自分しかいないわけです。



ミスはミスを呼び、悪手は悪手を呼ぶ。

プロがミスをしないのは、

ミスしにくい局面を選択しているからなんです。

本当に見たこともない新手は、

ひらめきみたいものからしか生まれない。

でも、それは、先入観をすべて捨てて考えないとなかなかできない。



守ろう、守ろうとすると後ろ向きになる。

守りたければ攻めなければいけない。



夢は目指した時から、

目標に変わる。



ひらめきやセンスも大切ですが、

苦しまないで努力を続けられるということが、 

何より大事な才能だと思います。



イメージが浮かぶのは序盤と終盤である。

浮かんでしまえば、

あとは中盤でその間のつじつまを合わせればいい。



平均点を目指すと、

限界も決まってしまう。



基本的に人間というのは怠け者です。

何も意識しないでいると、

つい楽な方向や平均点をとる方向にいってしまいます。

だから相当意志を強く持って、志を高く揚げ核となっている大きな支えを持たないと、

一生懸命にやっているつもりでも、

無意識のうちに楽な方へ楽な方へと流されていくことがあると思います。

自分自身の目標に向かって、

ちょっと無理するくらいの気持ちで踏みとどまらないといけません。



漠然とした不安は、

立ち止まらないことで払拭される。



精神的プレッシャーには、
開き直りで立ち向かう。



平常心をどれだけ維持できるかで、

勝負は決まる。



物事を忘れるのは、

脳がそれを必要としないと判断したから。



もちろん勝負に勝つというのも大事なんですけど、

そのためにいつも決まり形でやっていたら、

そのことで将棋をやっている意味があるのかということに、

どうしてもぶつかってしまうんです。

誰もがやっている決まりきった道筋で振りきってしまうと、

結局、人の来た道をただ辿ってるだけということになります。



確かに負けている時の方が新しいことはやりやすいですね。

どうせ今、状況が悪いんだから、何か違うことでもやるかという。

とにかく良くなるまで色々手を尽くせばいいので、

そういう時の方が思い切ったことはやりやすい。



踏まれても叩かれても、
努力さえしつづけていれば、

必ずいつかは実を結ぶ。



時代は変わっても、

人間を磨くのは目的に挑戦する苦労だということは変わりません。

いまの人も苦労はしてるが、それは物欲を満たす苦労で、

自分独特、独創の苦労ではない。どんな世界でも同じだと思う。

プロとアマの違いはアマは真似でも通用するが、プロの道は独創。

またそうでなきゃ通用しない。

だから苦しいが喜びも計り知れない。



大切なのは創造です。

人真似を脱し、新しいものをつくり出すところに、

進歩が生まれる。



全局のことでも、また局部、局部のことでも、

その一手の差を慎重に、そして最善をつくす人が、

“勝ち”にゆくわけで、

一手ぐらいなどといって、気楽にしとるやつが、

結局は敗北につながる。



せんじつめていえば、

そのもっている欠点を長所にする。

これがプロの芸ということになるわけです。



イチかバチかのやけっぱちみたいなことをやるのを、

勝負師という人があるが、これは間違いです。

そういうのは勝負師とはいわない、賭博師という。



一人前になるには五十年はかかるんだ。

功をあせるな。悲観するな。

もっと根を深く張るんだ。根を深く掘れ。



歩は素晴らしいものだよ。

敵の陣地に行けば金になるけど相手に取られると歩に戻る。

こんな合理的ないいものはない。

これをうまく使えるやつが名人だ。



勝負は、

その勝負の前についている。



自分にとって関係ない試合でも、
相手にとって非常に重要な勝負の場合がある。

そういう時こそ、自分の力を出しきらなければいけない。



目の前の仕事を、

社長になったつもりでこなしていくと、

いずれ社長になれます。



いちばんいい薬というのは、

『お前は天才だ、才能がある』という、

この一言なんです。



いかなる局面においても、

『自分が絶対に正しい』と思ってはならない。



女房を大事にしないような男は、

よそへ行ってもモテません（笑）。

今、目の前にあるものを、

大事にしないということですから。



過程でまったく笑いがない場合には、

どこかで破綻が生じる。



勝利の女神は、正しいか否かよりも、

笑いがあるか、

謙虚であるかどうかを重視している。



１００のうち、９９わかっていても、

一つわからないことがあってはダメなんだ。



消化試合にも、

全力を尽くす。



眼前の一局で自分の生涯が決まる。

明日はない。



将棋が強くなる方法は、

脳みそが汗をかくほど集中して、

盤面を見つめることである。



死んだオヤジの棺の前では正座で、

将棋盤の前ではあぐらというのはおかしい。



スランプへの対処法として、

最も上策、極意ともいえるやり方は、
『笑い』である。



意識して、

頂上を見なければいけません。



師匠の言葉には、

すべて反発。



将棋に勝因はないんです。
あるのはすべて敗因です。



今は最善なんだけど、

それは今の時点であって、

今はすでに過去なんです。



前に進もうとしなければ、

後退してしまうものなんです。



早く強くなる勉強法と、

力を持続する勉強法は、別ものです。



いちばん得意な戦法をやらないで、

不得手な戦法に取り組む。

あるいは相手の得意に飛び込んで行って戦う。
それができるかできないかがポイント。



最終的に頼れるのは、

自分自身の力だけなんだ。



大事な局面では長考しない。

簡単に決断する。



真剣な時間があれば、

その反動として遊び呆けるときが必要である。

遊びは仕事の影である
